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た皆様の記念表彰を行い、賀宝燥翔隊==
のアトラクションで盛大に盛り上がりまし£S.

た。旧庁舎では感謝イベントとして、文化

協会の団体による展示'芸能大会が行

われて、旧ぼ舎に感謝を告げました。

An iversa�i�he nieetin�whic ̶■加cultureofAjis

■漠文化察�■天妻

取サ
\\:& サタ�'�き

ぜ
i

・r

し �ijrf"..

'ぴゾMTイfwwりり
/. �.ん、ん：な

モまぷ

れ■

式創 �- II]
モ典立 防
u モ45記 ア
ん鳥蒼圈
フ太養き
鼓記養 ス
保念 夕
i�事
後き業
30

13 周
念 年

記振̶胃ぎミ
�M � "
表にに
夢r渡
を尽り
むR
I、ンぽ
こキ須
モじ地
°た域

Sj
の化

'/202)
(R4)

同ア創
時ル立
開つT 40
⑨
s�l
K
藝2募
Ml
ね

�""�・'"SSE

■■ザ����あ若
書会が開催した芸術祭。文芸、菊花、盆

ヨ目栽展、芸能、囲碁・将棋大会など約1
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令和4年5月8日に新庁舎の

が落成式が開催され、市長らに

sよるテープカットや餅まきが行
われました。

また新庁舎が地域の皆様に

親しまれる施設となるように

愛称も決定し、「あいあい

館」と名付けられました。
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阿知須町教育委員会ぎ
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スペイン水泳代表ヂーム

力s'、世界選手権福同大

会に向けたトレーニング

キャンプを山口きらら博記

念公園・水泳プールで開

催しました。

歓迎セレモニーでは阿知

須のひなもんの展示や空

手スポーツ少年団の演

舞を披露しました。
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新庁金の芝生では様々な

イベントが行われています。
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芝生広場で開催されるふ

れあいまつりの餅まきは每

回大盛況です。
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庁舎建替えに伴い、地域の

皆さんと一緒にこれまでを

懷力んみ、新庁舎に期待を」1

込めて「あじす庁舎メモリ

アルフェステイバル」が開催

されました。阿知須文化協会からは、コールあじす、安来節保存

会、周防千鳥太鼓保存会が参加し、会場を盛り上げました。

上皇上皇后両陸ヂ'きi
が植樹祭の式典̶-i
了後、御会食のため■.i
阿知須地域交流-

ンターにお立ち寄り■!
になりました。 .531
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天皇哩下が「第16ボでざ
日本ジヤンボリー」行

事に御臨席されるた

め山口市へ行幸され

ました。阿知須地域

交流センターでは、世

界各国のスカウトたち

との「お茶会」及ぴ

「昼食会」に出席さ

れ、和やかな時を過

ごされました。
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町民待望の公民館が完成。これまで会場が少なく、各種

講座の調整が必要でしたが、その悩みも解消。社会教育

の振興を願シ、10月2犯落成式。
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2001年(平成13年)に現在の山口市

きらら浜で開催された「山口きらら博」

の市町村館"めぐる-とやまぐち"をリ

ユースした、開放的な空間が魅力の

図書館です。

「まなぴの裕.遊トピアの集い」

や文化講演会で著名人を招

いての講座が毎年開かれ、人

気を博しました。

生涯学習を推進し、どうまちづくりに結ぴ付けた

らいいか町内の有識者で審議会を設置し、審

議.検試を重ねました。「人づくりはまちづくり」をぐ

あり、人々がともに学ぴ協力し励ましあうこと̶
心豊かになり地域も活力があふれ、発展につ̶ま
力{るとの考え方を示しました。 .i
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文化協会加盟団体一覧(令和7年S月現在)

団体名 ジャンレ

1ヨールあじす ]ーラス

2真吟流吟剣詩舞道清龍会 詩吟・剣舞

3阿知須囲碁同好会 囲碁

4清風会 華道

5琴凌流凌香会 大正琴

6安来節保存会 民謡

7 I華曲筑紫ずみれ会阿知須支部事サークル！琴

8日本礼道小笠原流煎茶教室 茶道

9周防干鳥太鼓保存会 和太鼓

10¦ 3B体操阿知須教室 体操

1 1邦友会 琴-尺ル詩吟

1 2阿知須郷土史研究会 歴史

131きららあじずフオトクラブ 写真

141砂郷そよ風]ーラズ ]ーラズ

151シニアオーケストラ「元気王国」 ボビュラー音楽

161ひなもんの会 手芸

17¦きらら阿知須よ一ずクラブ ェ芸

181八イキングクラブ山歩 ノけpグ'

191オカリナ華音 オカリナ

20¦あじの巣PG同好会 ソてカン

2 1令和生花教室 華道

22 I賀宝燥翔隊 よさこし)

23¦桜霞涼吟剣詩舞道 詩吟I剣舞

24¦大地護頌を歌ラ会 ]ーラス

251三世代トリオ ボビュラー音楽

26¦令和リフォーム教室 洋裁

27¦コーラス虹の会 ]ーラス
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阿知須文化協会創立45周年記念表章彰
s'™̶̶"-̶

阿知須文化協会は、前身の「阿知須の文化を高める会」からの活動を通算して、45周年を迎えました。

11月2日には記念式典を行いました。

井関小学校金管バンドの元気いっぱいの演奏で式典は幕を開け、続く表彰式では永年にわたり協会の活動を通して

地域文化の振興に尽くされた方々に賞状力傲与されました。
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令和7年度阿知須文化祭の様子

日本礼道小笠原流煎茶

教室によるお茶席を開催

しました。来場者のみなさ

んは奏味しい煎茶とお菓

子を楽しまれていました。
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芸能大会を開催。芸能大会の

フィナーレに出演者と会場のみな

さんで合唱をしました。

周防千鳥太鼓保存会のみなさんのオープニングノ くフオーマンズ

で幕を開けました。
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化
協
会
に
は
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合
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.
吹
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楽
、
邦
楽
、
生
活
文
化
、
伝
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化
、
の
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つ
の
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ル
が
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計
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十
七
ち
の
団
体
が
活

動
し
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い
ま
す
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そ
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の
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方
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ら
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ぱ
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で
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思
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切
つ
て
飛

び
込
ん
で
み
て
は
い
か
が
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し

よ
う
か
。
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せ
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と
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こ
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